
側方経路椎体間固定術（以下LLIF）では、ケージ内にはβ-TCPやヒト脱灰骨基質（DBM）
を使用している。後方固定術の際は脊柱管除圧術、椎間関節切除術を施行すると、後方の骨
移植母床がなくなり局所自家骨移植が十分に行えなくなることがある。当科では、綿形状人
工骨ReBOSSIS-J 0.5g を用いて橋渡しし、脊柱管にも落ち込まないように母床を作り、その
上に粉砕した局所骨を置くことで十分量の自家骨移植が可能となっている。

手術は左からのL3/4/5 LLIFを行い、後方はL3/4/5除圧と両側椎間関節切除を行い、L3-5の
後方固定術を施行。L3-5椎弓間にReBOSSIS-Jと局所骨を移植した。
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移植骨が落ち込んでいないことが確認でき、術後3か月でも維持されている。
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手術は左からのL3/4/5 LLIFを施行、後方はL3/4/5除圧と両側椎間関節切除を行い、L3-5
の後方固定術を施行。脊柱管にも落ち込まないように母床を作り、その上に粉砕した局所
骨を置くことで十分量の自家骨移植が可能となっている。

手術所見（人工骨移植前）初診時所見（術前XP）

L3-5椎弓間にReBOSSIS-J 0.5gと局所骨を移植

術後のＣＴ（a:術直後 ｂ:術後3か月後）
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